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【資料】 
 

 “給”に関する研究文献目録（1956～2004 年） 
（附：近年における“給”の文法化に関する研究動向） 

 

山 田 忠 司 
 

“公” 冩梢胎广朕村（1956～2004年） 

 

YAMADA, Tadashi 
 

要旨：中国語 “給” はその用法の多彩さゆえに研究者の注目を集め

てきた。 
本稿は “給に関する論考の文献目録である。近年はその文法化に注目

した論考が目につくので、附記として、最近の “給” の文法化に関す

る研究動向と若干の卑見を述べた。本来であれば拙論に付すべきもの

であるが、諸般の事情によって、取りあえず目録を先行させる次第で

ある。 
キーワード：給、文法化、使役、授与、受動 

 

 中国語 “給” については太田 1956 において、初めて語学的に取り上げら

れて以来、数多くの論考がものされてきた。本目録は、“給” 研究の動向を

知るための論文一覧である。脱稿以前に確認できたものについては 2005

年発表された論考も含めた。 

 

“給” に関する研究文献目録 

太田 辰夫 1956 ｢給」について 神戸外大論叢 第 7 巻第 1～3 号 

《囂隈胎鹿》及屈鹿（嶄鯖慕蕉竃井）1957 年に中国語訳再録 

鮭 幢 芦 1960 強簡朔議 “公” 議簡來才褒塩囂諒籾 嶄忽囂猟 5 埖催 

㏍   飛 1960 購噐 “公” 議簡來 嶄忽囂猟 2 埖催 
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剋 仞 芦 1960 傍 “公” 嶄忽囂猟 2 埖催 

池田 武雄 1962 「〈給〉（gei）の発生について」 中国語学第 122 号 

加賀美嘉富 1964 「中国語 “給” に関する一考察」 

  中央大学文学部紀要 32 号 

Yuen Ren Chao 1968 A Grammar of Spoken Chinese pp.330 

  University of Califonia 

上野 恵司 1969 “給” について 中国語学第 188 号 

長尾 光之 1969 ｢与」と「給」の問題点 集刊東洋学 21 号 

望月八十吉 1970 ｢給」について 人文研究 21-4 号 

太田 辰夫 1974 『離婚』の語法と語彙 神戸外大論叢 25 巻１号 

荒川 清秀 1979 “恠 zou” と “公 gei” の意味・用法について 

  愛知大学研究室報 No.3 

幀 蟻 烈 1979 嚥強簡 “公” 強簡㌢購議鞘隈諒籾 圭冱及 2 豚 

菊田 正信 1980 受け身の表現をめぐって 人文学第報 140 号 

相原  茂 1980 “公 g ﾅ i” について 雑誌『中国語』8 月号 

仏 購 籠 1981 “公” 議簡來式嚥緩㌢購議蝶乂囂隈⑬℡ 囂猟冩梢及 2 辞 

幀 蟻 烈 1982 《囂隈讐吶》 斌暦咫慕鋼（p,179～181） 

蛎   昭 1983 褒塩囂鞘才 “公”  囂猟僥楼 10 埖催 

岸 覚 匯 1983 “公” 忖才万議塩囂 决円寄僥僥烏及 2 豚 

幀 蟻 烈 1983 淫根強簡 “公” 議鹸墫鞘塀 嶄忽囂猟及 3 豚 

廝 乏 嗤 1983 傍 “公” 鯖嶄弗垪僥烏及 4 豚 

宏 認 况 1983 喇 “V 公” 哈軟議惹囂鞘式凪延晒 嶄忽囂猟及 4 豚 

噤   樗 1983 臼奨笥囂戦議 “公” 忖 囂猟僥楼 10 埖催 

内藤 正子 1984 “給＋Ｖ” 構文に関する一考察 中国語学 231 号 

佻 牽 吶 1984 購噐 “公公”  嶄忽囂猟及 5 豚 

泉  敏弘 1984 “公” 忖議崑聞,瓜強喘隈冩梢 中国語学第 231 号 

泉  敏弘 1985 北方「給」使役・被動用法の来源 中国語学第 232 号 

泉  敏弘 1986 蘭州方言「給」字句考 中国語学第 233 号 
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袈   ∮ 1987 初簡玉囂 “公 N” 議囂隈吭吶 査囂僥楼及 4 豚 

播云嵐湊隻 1987 査囂瓜強塀議煽雰・曝囃窟婢 嶄忽囂猟及 1 豚 

今井 敬子 1988 『碕促知』に見られる ‘給’ の使役的用法 

  信州大学 教養部紀要第 22 号 

Hashimoto, Mantaro 1988 The structure and typology of the Chinese passive  

  construction Passive and Voice 

   John Benjamins（p.329-354） 

PAUL Waltraud 1988 THE PURPOSIVE GEI-CLAUSE IN CHINESE 

  Cahiers de LInguistique Asie Orientale Vol.XXVII  Nº1 

小川 郁夫 1989 中国語の「動詞＋ “公” 」について  

  下関市立大学論集 32 号 

剋 伸 蕃 1989 中国語と日本語における使役表現に関する対照研究  

  くろしお出版 

嫖 旨 哂 1989 傍 “公” 才 “郭”  嶄忽囂猟及 5 豚 

佐々木勲人 1990 “給” 構文の多義性について  

  日本語と中国語の対照研究 13 号 

川   貎 1990 笥囂嶄議 “N 公 V 阻” 《囂冱猟忖胎鹿》鴻叫繁酎竃井芙 

讃井唯充・徐  揚 1990 中国語受動文における 

 “被・叫・譲・給” の互換性 人文学報 213 号 

塑 囁 莪 1990 牽巒三議 “公” 忖 嶄忽囂猟及 4 豚 

俾   気 1990 購噐公嚠塀議煽雰窟婢 嶄忽囂猟及 3 豚 

俾   気 1992 臼奨三嶄議囂隈炎芝簡 “公”  圭冱及１豚 

孕 署 丁 1992 “厘蟹公低油” 式㌢購鞘塀 嶄忽囂猟及 1 豚 

供 括 苧 1992 寄尖圭冱嶄嚥強簡 “公” ㌢購議鞘塀 嶄忽囂猟及 1 豚 

巓 忽 高 1993 強簡 “公” 議塘勺孔嬬式凪㌢購鞘塀窟婢彜趨議深賀 

  掴奨弗寄烏及 1 豚 

佐々木勲人 1993 受身と受動－“給” 構文の分析－  

  日本語と中国語の対照研究 15 号 
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盧   涛 1993 ｢給」の機能語化について 中国語学 240 号 

John Newman 1993 A COGNITIVE GRAMMAR APPROACH TO MANDARIN 

 G ｬ I JCL21-2 

張   威 1993 中国語再帰動詞及びその特殊性－“給”＋再帰動詞”を 

 めぐって－ 中京大学教養論叢第 34 巻第 2 号 

佐々木勲人 1994 中国語の受益文 筑波大学現代文化論集 38 号 

Xu Dan 1994 THE STATUS OF MAKER GEI IN MANDARIN CHINESE 

  JCL22-2 

加納 光・平井勝利 1994 現代中国語の所謂使役表現に用いられる 

 “斑” 及び “公” の使い分け 四日市大学論集第 7 巻 

川 ∮ 范 1994 初簡 “公､葎､紋” －惹胎斤翌査囂倡簡縮僥 

  《囂隈冩梢嚥囂隈哘喘》臼奨囂冱僥垪竃井芙 

楊 凱 栄 1994 受益表現について－“公” と『てあげる、てくれる』 

 との比較を中心に 九州国際大学教養研究第１号 

浦山あゆみ 1994 《醒世姻縁伝》の「己」と「給」 

  人文論叢（大阪市立大学大学院文学研究科）第 23 巻 

幀 尚 防 1995 初簡 “公” 辛參哈序鞭並撹蛍 嶄忽囂猟及匯豚 

巓 忽 高 1995 強簡 “公” 議簡祉吭吶才囂隈吭吶議窟婢 

  芦師弗袈寄僥僥烏（學芙井）及 1 豚 

馴 殺 剌 1995 嗤購初簡 “公” 議屶塘撹芸議福待議諒籾 

  貧今弗袈寄僥僥烏及 4 豚 

佐々木勲人 1996 “瓜……公” と “委……公” －強調 “公” の再考  

  中国語学 243 号 

Masayoshi Shibatani 1996 Applicatives and Benefactives: A Cognitive Account  

  Grammatical constructions Oxford University Press 

坎 苧 嘱 1997 嚥 “公” 忖鞘㌢購議鞘隈囂吶諒籾  

  囂冱冩梢胎還及 7（掴蝕寄僥嶄猟狼） 

田島英一・陸  明 1997 初等中国語教育における前置詞 “公” の分類 
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  慶應義塾大学語学視聴覚教育研究室 紀要 30 

幀   遠 1998 公 O-nO-V 表叫弗寄僥烏（芙氏親僥井）1 豚 

田中 智子 1998 現代中国語の “公” について  

  東京大学大学院人文社会系研究科基礎文化研究専攻 

  （言語学専門分野）提出修士論文（未公刊） 

今井 俊彦 1998 介詞 “給” の用法について 語学漫歩第 31 号 

恕 社 畑 1998 酒胎 “公” 忖鞘惹囂鞘 鴛巒弗廨僥烏 3 豚 

曽根 博隆 1998 酒裂 “公” 才 “嚥” 議強簡喘隈 明治学院論叢第 606 号 

張   勤 1999 ｢給」の素描 中京大学教養論叢第 39 巻 3 号 

葡 社 贄 1999 “壓” 忖鞘才 “公” 忖鞘 嶄忽囂猟及 2 豚 

山田 忠司 1999 《儒林外史》における “公” の用法 中国語学 246 号 

佐々木勲人 1999 南方方言における GIVE の処置文 中国語学 246 号 

平山 久雄 2000 ｢給」の来源－「過与」説に寄せて－ 中国語学第 247 号 

木村 英樹 2000 “公” が使えない「ために」 中国語 10 月号 

臭 清 伏 2000 査囂聞叨嚥瓜強惹喘冥坿 

《除旗査囂冥坿》斌暦咫慕鋼（p.221～236）1997 年 10 月 24 日 

アジア・アフリカ言語文化研究所における発表レジュメに同じ 

杉村 博文 2000 “公” の意味と用法 中国語 3 月号 

巓 海 咢 2000 ⑬旗査囂 “公” 忖鞘議伏撹鞘隈冩梢 輝旗囂冱僥及 3 豚 

程 艶 春 2000 中国語の “斑” と “公” の交換条件に関する一考察 

  日本エドワード・サピア協会研究年報第 14 号 

関  光世 2001 “V 公” 文の意味特徴に関する考察 中国語学第 248 号 

藍 冲 旬 2001 “委……公 V” 鞘塀嶄廁簡 “公” 議聞喘訳周才燕器孔嬬  

  囂冱縮僥嚥冩梢及 2 豚 

仔 莇 市 2001 初簡 “公” “葎” “紋” 喘隈温凖  

  﨏掴寄僥猟僥垪僥烏及 1 豚 

蒐 府 嘲 2002 “公” 忖鞘、“縮” 忖鞘燕瓜強議栖坿 囂冱僥胎還及 26 辞 

（《囂隈晒嚥囂隈冩梢（匯）》2003 定 斌暦咫慕鋼に再録） 
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川   貎 2002 賠嶄匐參栖聞叨 “公” 議煽扮深賀蛍裂  

  嶄表寄僥僥烏及 3 豚 

川   貎 2002 貫《碕促知》《隅溺哂俛勧》心 “公” 斤 “嚥” 議函旗 

  声巒寄僥僥烏;芙親井及 4 豚 

林 立 梅 2002 中国語“Ｘ公 YV（N）”の構文的意味 

  言語情報科学研究第 7 号 

嫖 呵 伏 2002 廁簡 “公” 議來嵎、㍉崙和孔喘 

  《廁簡嚥㌢購鯉塀》芦師縮圄竃井芙 

孕 弊 訟 2003 娩嚥強簡 “公” 恢伏嚥窟婢酒胎 囂冱冩梢及 4 豚 

蛎   樗 2003 “公” 忖鞘議囂喘延晒 寃臭勧箪僥垪僥烏及 1 豚 

川   貎 2004 紗膿侃崔／瓜強囂米議廁簡 “公”  囂冱縮僥嚥冩梢及 1 豚 

川   貎 2004 賠嶄匐參栖臼奨三議瓜強 “公” 式凪㌢購諒籾 

  嶄表寄僥僥烏（芙氏親僥井）及 3 豚 

木村 英樹 2004 ｢授与から受動への文法化」 月刊『言語』4 月号 

墳 惺 崘 2004 惹燕瓜強才侃崔議 “公” 議囂隈晒 弊順査囂縮僥 3 豚 

墳 惺 崘 2004 公予強簡處晒撹瓜強炎芝議字崙 

《査囂冩梢議窃侏僥篇勸》査囂冩梢議窃侏僥 臭廉縮圄竃井芙 

藍   宗 2004 “公” 忖鞘燕侃崔議栖坿 囂猟冩梢及 4 豚 

蒐 茯 翅 2004 “V+公” 嶄 “公” 議簡來式㌢購鞘隈潤更及 3 豚 

  膨寒縮圄僥垪僥烏 

川   艷 2004 貫 “AVP 公 R” 鯉塀心強簡囂吶蒙來斤 “公” 忖囂隈晒議 

 唹㍊ 査囂僥楼及 3 豚 

装 喟 勾 2005 強簡 “公” 囂隈晒狛殻議吶殆勧覚式㌢購諒籾 

  嶄忽囂猟及 2 豚 

 

近年における “給” の文法化に関する研究動向 

 “公” は「与える」という意味の動詞の他、使役マーカー（＝ “斑”）、受

動マーカー（＝ “被”）、前置詞（＝葎､㏍）、助詞として用いられる（『⑬旗
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査囂伊為簡』）。その他にやや方言的色彩を帯びるものの処置式マーカー（＝ 

“把”）としての用法も報告されている。このような多彩な使われ方をする

がゆえに個々の用法を見ても種々興味深い点がある。例えば使役マーカー

として 

1）公麿謹俚連叱爺 ／ 斑麿謹俚連叱爺（彼を数日多く休ませる） 

は問題ないが、 

2）*公慢枠指社! ／ 斑麿枠指社!（彼女を先に帰らせてやろう） 

における “給” の使用は不適格である。 

これについては 1）は「休暇」を授与するのに対し、2）では何も授与する

ものが無いという説明が、一応は可能であろう。しかしながら、前置詞に

目を転じて、 

3）公析弗佩撰 ／ ㏍析弗佩撰（先生にお辞儀をする） 

4）*概恠垓阻，慢珊壓公厘断孃返 ／ 概恠垓阻，慢珊壓㏍厘断孃返 

（車は遠くなったが、彼女はまだ私たちに手を振っている） 

を比較して、何故 3）が成立し、4）が非文であるかについては別の理由を

用意しなければならない。これについては稿を改め、論じる予定である。 

 ここでは特に “公” の文法化に焦点を当て、その問題を論じた諸論文を

概観する。 

 

蒐 府 嘲 2002 “公” 忖鞘、“縮” 忖鞘燕瓜強議栖坿『囂冱僥胎還』

及 26辞 

 蒋 2002 は “給” が受動マーカーとしての機能を持つに到ったのは授与

動詞 “給” がまず使役マーカーに文法化し、更にそれが受動マーカーにま

で文法化したと主張している。同様の指摘は Hashimoto1988、俾気 1992、

臭清伏 1999 においてもなされている。 

 

木村英樹 2004「授与から受動への文法化」月刊『言語』4 月号 

 木村 2004 は蒋 2002 とは異なった見解を示している。木村 2004 は北京語
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においては “給” が純然たる許容使役として用いられていないことを根拠

に「授与→許容使役→受動」という拡張は考えにくいとする。ここでの使

役は使役全般ではなく、「許容使役」である点は重要である。木村の主張は、

受動への文法化を導くことができるのは使役の中でも「許容使役」であり、

他の使役（強制使役）ではないのであり、北京語が「強制使役」は有する

ものの「許容使役」を持たないことは、論理的根拠を欠くと断じている。

ここで問題となるのは果たして北京語に「許容使役」の “給” が存在する

のか否かとういう点である。木村 2004 では「純然たる許容」使役は存在し

ないとされているが、この「純然たる」の意味するところは明確には述べ

られていない。この言葉からは「純然ではない許容」使役の存在を示唆す

るものと解釈できるが、例が挙げられておらず、その違いが不分明である。 

 ｢授与→使役→受動」説に代わって、木村 2004 が着目するのは “給” の

持つ受益者マーカーとしての機能である。受益者は行為誘発者でもあり、

それは受動文における動作者の状況誘発者と共に誘発者であるという接点

を持つ。その接点を契機として受益者マーカーの “給” が受動者マーカー

へと拡張したと主張している。 

 

墳 惺 崘 2004b「惹燕瓜強才侃崔議 “公” 議囂隈晒」『弊順査囂縮

僥』3 豚 

 これはこの問題に対する最新の論考である。上記蒋 2002、木村 2004 の

何れとも異なった解釈を試みている点で注目される。本論文は “給” が被

動、処置式の両方に兼用される理由を以下のように説明している。 

 “公” は周知の通り、（S）＋ “給” ＋NP1 動作主 ＋NP2 受動者として二

つの目的語がとれる。さらに文末に VP を付加した 

5）（S）＋ “給” ＋NP1 動作主＋NP2 受動者＋VP 

の形式を取れる。 

6）厘公低匯周叫廉覇覇（碕促知 109 指） 

この形式において NP2（匯周叫廉）が省略（あるいは前置）されたものが、



“給”に関する研究文献目録（1956～2004 年） 

─ 139 ─ 

受動となり、NP1（低）が省略（あるいは前置）されたものが処置式とな

るというのである。これは被動と処置式を同時に解釈しうると言う点で魅

力的である。 

 

 北京語に「許容使役」の “給” が存在するのか否かとういう点について

は墳惺崘 2004a「公嚥強簡處晒撹瓜強炎芝議字崙｣『査囂冩梢議窃侏僥篇勸』

臭廉縮圄竃井芙に参考になる記述がある。墳惺崘 2004a は使役を①「崑聞、

聞誼」、②「屶聞、茎言蝶繁恂蝶並」、③｢塋俯､俯辛」に三分類し、通常 “給” 

が使役として使いうるのは｢塋俯､俯辛」のみであり、「崑聞、聞誼」と「屶

聞、茎言蝶繁恂蝶並」には制限が多いとしている。これは木村 2004 の主張

とは相容れないものである。 

 筆者（山田）は中国語の使役は許容、強制という概念では捉えがたく、

山田 1999 においてこの問題を検討した際に、提唱した「授与使役」、「非授

与使役」という用語が有用だと考えている。すなわち “給” が使役マーカー

として使用可能か否かはその強制、許容といった条件で決まるのではなく、

使役の前提として「物の授与」があるかどうかが、その条件となる。つま

り 

7）低公厘心心装猟高議佚。 

の如き例はそのプロトタイプと呼ぶべきものである。これはまず、手紙の

授与があり、その後に「見る」という行為が為されるのである。下記のよ

うな物の移動を伴わない使役文では、“給” は不適当で “出” が適格となる

のである。 

8）麼販出厘眉爺坪委並秤一要。／*麼販公厘眉爺坪委並秤一要。 

 
追記： 

 本稿脱稿後、大阪外国語大学古川裕教授より「中国普通話文法と方言文法の多様

性と普遍性に関する類型論的・認知言語学的研究」を御恵投いただいた。その中に

東京大学木村英樹教授「北京語授与動詞 “公” の文法化」と題する論考が含まれて

いる。上に取り上げた木村 2004 をより詳しく論じたものであるが、本稿ではそれに

ついて論じる余裕がなかった。 
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